






























Ⅲ .「達里調査」に現れた 1930 年代の蔚山
Ⅳ . おわりに















































































































































６　姜鋌澤の年譜や研究活動に関しては、이문웅［李文雄］「강정택 선생의 생애와 학문세계
［姜鋌澤先生の生涯と学問世界］」（『식민지 조선의 농촌사회와 농업경제［植民地朝鮮の農村
社会と農業経済］』YBMSi-sa、2008 年）を参照。
７　服部報公会『服部報公会 60 年小史』別冊資料、1990 年、16 頁、37 頁、50 頁（前掲「1930





















































































































이문웅、国立民俗博物館、2008 年、267 頁、小川徹 ｢南朝鮮の一農村に於ける村落生活と民具について






21　同、151 頁、および남근우『「朝鮮民俗学」と植民主義』、東国大学出版部、2008 年、200 頁。
22　前掲、福田アジオ、153 頁。






























　敬三は 1935 年頃から民俗学の資料を映画として記録し始めた 27。達里調査の過程におい
23　同、151 頁。
24　アチックミューゼアム『アチックマンスリー』第 14 号（1936 年8月 30 日）、第 15 号（1936 年





















10 名が、来る 10 日から約1ヶ月間蔚山郡蔚山邑達洞（達里）付近を中心にして、興味深


























































































































































































































































〜浦項区間が 1918 年 10 月 31 日に開通し、釜山































45　허영란［許英蘭］他『울산항개항50 년사［蔚山港の開港 50 年史］』蔚山港湾公社、2013 年、62-
69 頁。































戸、自小作農 42 戸、小作農 51 戸、農業労働者 23 戸で、達里農民の階層細分化がかなり





















































































































































































































































池田彌三郎・宮本常一・和歌三太郎、『民俗学のすすめ』（日本の民俗 第 11 巻）、河出書房新社、
1976
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